
水前寺江津湖公園に関するこれまでの主な意見 

アクティビティマネジメント部会 

【利活用】 

・ 全体的に水面の利用が少ない。もっと活用したい。 

・ バーベキューは禁止するのではなく、場所やルールを明確にして許可制にすべき。 

・ 公園全体の回遊性の向上が必要。例えば、船を使っての移動もおもしろいかもしれない。 

・ 回遊できる園路やサイクリングロードは必要だが、それとイベントや健康プログラムなどを

組み合わせて考えるべき。 

・ 拠点が必要。例えば、パワースポットのような観光スポットがあってもいいのでは。 

・ 文化や歴史をツーリズム的に体験できるようなものがあるといい。 

【施設整備・維持管理】 

・ 健康遊具がもっとほしい。 

・ カフェは近隣にあるけど、江津湖にはご飯を食べる場所がない。 

・ 駐車場を有料化したらいいと思う。 

・ 生物や施設など、江津湖について詳しく紹介するマップが必要。 

環境部会 

【生物多様性】 

・ 水際域は生物の宝庫であるので保全すべき。熊本固有の生物を見せたほうがいい。 

・ 江津湖だけに留まらず、周辺まで保全すべき。（東部浄化センター付近など） 

・ 画一的ではなく多様な環境を目指してほしい。 

・ 鳥の立場からすると、あまり水面利用はしないでほしい。 

・ ナイトタイムエコノミーは、蛍に影響のない場所で行ってほしい。 

・ 多様な自然が存在する広木地区の竜ノ鼻は、人が立ち入らないようにすべき。 

・ 人が入りすぎて自然が失われている場所もあるので、人が入らない場所もつくるべき。 

・ 湧水が出なくなったところを１回確認すべき。 

・ 電気ショッカー以外の魚の調査を行ってほしい。 

【歴史・文化】 

・ 庭園周辺の景観を統一したほうがいい。 

・ スイゼンジノリ発生地は、景観や環境が悪いためきちんと整備すべき。 

【施設整備・維持管理】 

・ 自然環境を伝えたり学んだりできる総合的な場所（ビジターセンター）がほしい。 

・ 水に親しみやすくなる付帯施設があるといい。例えば、トイレと一体の足洗い場など。 

・ 快適でデザイン性が高く、清潔なトイレがほしい。 

資料１ 



協議会委員（地域等） 

【水】 

・ 下江津の水が濁っていて臭う。上江津のようにきれいになるといい。 

・ 昔は、江津湖に瓜やトマトなどの野菜を洗いに行っていた。 

・ 以前は斎藤橋の上のあたりに木造の飛び込み台などの自然プールが存在した。 

【生物多様性】 

・ 昔と全く同じ環境に戻すことは難しい。今の時代にあった保全を行うべき。 

・ 手を入れて自然がなくなるよりも、今のまま将来に残すのも一つの手だと思う。 

・ 動植物園の南門から上江津までの風景がいい。いい風景はそのまま残していたい。 

・ 若い世代は外来生物についてあまり知らないのでは。（何なのか、どう影響するのか） 

【歴史・文化】 

・ 若い世代に江津湖の歴史を教育し、認識してもらうことが大事。 

・ 水前寺地区と出水地区の連続性が課題。児童公園の川沿いに、熊本ゆかりの人物のチェンソ

ーアートを並べたり照明で演出したりするなど、興味を惹かれるものがあるといい。 

【資源の継承と発信】 

・ 江津湖はとてもいい場所なのに、普段の利用者は少ない。宝の持ち腐れ。 

・ 江津湖のよさを知ってもらうきっかけが大事。（イベント、雑誌コラム、ニュース等） 

・ イベントを通じて環境保全を伝えると、より理解が深まると思う。 

【空間創出】 

・ 「市民の健康の場所」として、健康に特化した、健康を支える公園にした方がいいと思う。 

・ ３世代が交流できる場があるともっといい。特に、子どもが活発に遊べる場所が大事。 

・ 木が多くて暗いところは、安全面からも木を間引いてほしい。 

・ レストランやカフェなどの休憩場所はほしいが、景観を邪魔しないものであってほしい。 

・ 老朽した施設の再整備を行う際は、利用者の意向を踏まえてほしい。（トイレの和洋、案内

サイン、照明灯、ベンチ等） 

・ バーベキューは臭いや騒音、ゴミの問題があるので、場所やルールをきちんと決めてほしい。 

【経営・資産運用】 

・ ＰＲが大事。いいと思えば人は行く。 

・ 計画は先を見据えて立てることが大事。その上で、短期、中期、長期と、いつまでに何をす

るのか分けて考えていくといい。 

【運営】 

・ 将来の担い手である子どもたちに興味を持ってもらうことが重要。（環境学習、意見交換等） 

・ 老朽した施設の再整備は必要だが、その後の管理がもっと重要。（管理体制、安全管理） 



市民（2000人市民アンケート等：H26.6～8） 

【利活用】 

・ ランニングが楽しめる環境づくりをしてほしい。（ジョギングステーション等） 

・ 江津湖を一周できるジョギング＆サイクリングコースをつくってほしい。 

・ サイクリング用の自転車の貸し出しをしてもらいたい。 

・ 江津湖畔に、センスの良いカフェやレストランがあればもっとよくなる。 

【施設整備・維持管理】 

・ 授乳室の設備と子ども用のトレイが欲しい。案内板を増やしてほしい。電灯も少ない。 

・ 公共交通のアクセスが不便で、駐車場も足りていない。 

・ 駐車場の場所が分かりにくい。駐車場の案内をわかりやすくしてほしい。 

・ ゴミの放置や犬の散歩のマナーが悪い。 

・ 園路や休憩所、子どもの遊び場を整備してほしい。乗り物もほしい。木陰があまりない。 

【自然環境】 

・ 自然を第一に考え、自然観光を活かした公園にしてほしい。外来生物の徹底的駆除が必要。 

・ 生きものが住みやすい環境づくりをすべき。清掃などの美化活動。 

【ＰＲ】 

・ 熊本城との２枚看板にしたい。生水で飲める設備を設置して、熊本をアピールした方がいい。 

中学生（東区中学生会議：H29.11～H30.3） 

【（江津湖の）改革】 

・ 子どもの場をつくる。みんなの集まれる場をつくる。祭を増やす。（地域の交流の場等） 

・ 動植物園の遊具を増やす。動植物園をもっと有名にする。（夜間開放、移動動物園等） 

・ 勉強する場をつくる。ウォーターレタスをなくす。（除去システム開発、学校の清掃活動等） 

【夢】 

・ 水上アスレチック。江津湖水中トンネル。楽しい遊び場。 

・ 水族館をつくる。（生きものとの触れ合い、珍しい生きもの、ご飯を食べる場所等） 

・ スワンボートレース。（夏休みに実施、各校から代表者を出して実施） 

 


